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 国立大学法人山口大学長選考・監察会議（以下「学長選考・監察会議」という。）は、国
立大学法人山口大学長選考規則（以下「学長選考規則」という。）第１１条第２項の規定に
基づき、再任の審査を行った結果、谷澤幸生現学長の再任を可とし、次期学長候補者とする
ことを決定した。 

また、国立大学法人法第１２条第７項及び国立大学法人法施行規則第１条の５第１項の
規定に基づき、審査結果、審査理由及び審査過程を公表する。 
 

記 
 
  １．学長候補者氏名   谷澤 幸生（たにざわ ゆきお） 
 
  ２．任     期   令和８年４月１日〜令和１０年３月３１日（２年間） 
 
  ３．審 査 結 果   再任を可とする 
 
  ４．審 査 理 由 

谷澤幸生現学長は、令和４年４月就任当初から、山口大学の基本理念である「発
見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場」のもと、明確な将来構想を持ち、その
実現に向けてリーダーシップを発揮し、山口大学の強み・特色を活かし、地域のニ
ーズや社会の変化に対応するために、令和５年１０月に設置した「細胞デザイン医
科学研究所」や令和７年４月に開設予定の「ひと・まち未来共創学環」や「人間社
会科学研究科」の設置に尽力し、着実に成果を上げている。 

また、令和５年１月に策定した「明日の山口大学ビジョン２０３０」に掲げた知
の創造としなやかな人材の育成により地域に・世界に貢献する山口大学を実現する
ために、全学生・教職員と一丸になって「教育」、「研究」、「地域」、「ダイバーシテ
ィ」及び「経営」等の領域における各施策に取り組み、変化を続ける時代を切り拓
いていくことが期待できる。今後、さらなる賃金の上昇や物価の高騰が予想され、
１８歳人口が急速に減少していくこと等、大学を取り巻く環境は厳しくなる中で、
現学長はステークホルダーとの良好な関係を構築し、連携を図りながら、大学の重
要な役割を果たすことも期待できる。 

これらを踏まえ、学長選考・監察会議は、山口大学の更なる発展を牽引する学長



として谷澤幸生現学長が適任であると判断し、再任を可とすることを決定した。 
 

  ５．審 査 過 程 
   （１）令和６年１２月２０日（金） 
      学長選考・監察会議（第７８回）を開催し、学長選考規則第１１条第１項の規 

定に基づき現学長の再任の意思を確認することを決定し、現学長に再任意思確
認書の提出を依頼した。 
 

   （２）令和７年 １月 ８日（水） 
      現学長が学長選考・監察会議議長に再任意思確認書を提出し、再任の意思を表 

明した。 
 
   （３）令和７年 ２月２１日（金） 
      学長選考・監察会議（第７９回）を開催し、学長選考規則第１１条第１項に規 

定する業績について確認した。国立大学法人山口大学長の業務執行状況の評価
に関する規則の規定に基づき実施した令和４年度、令和５年度及び令和６年度
における業務執行状況の確認結果により、現学長の業績が特に優れているもの
と認め、再任審査を行うことを決定した。 
 また、再任審査を行う上で、学長選考規則第１１条第２項の規定に基づき現学
長に所信表明を行う旨の依頼をした。 
 

   （４）令和７年 ３月１４日（金） 
      現学長から所信表明書が提出された。 
 
   （５）令和７年 ３月２５日（火） 
      学長選考・監察会議（第８０回）を開催し、学長選考規則第１１条第２項の規 

定に基づき現学長に面接を行い、審議の結果、再任を可とすることを決定した。 




